







































ト（ロシア国民図書館 РНБ, собр. Погодина, №1413, XVI в.）で刊行テクストを作成した。『プ
スコフ第 3 年代記』のテクストは、一番古いテクストを大きな変更なく保存していると考えられ
るからである。表題『敬虔なる公、ドヴモントとその勇敢さについての物語』は、『プスコフ第



































































　しばらく時間がたって、ふたたび 6775 年 (1268 年 )、大公ドミートリイ・アレクサンドロヴィ
チ 9 は、自らの女婿ドヴモント、ノヴゴロドの男たち、プスコフの男たちとともに、ラコヴォル 10 
への遠征に出かけた。ひたすらに広い平原で、異教のドイツ人と激しい斬り合いがあり 11、神の














































　このあとしばらくして、9 月に月に徴があった 17。この冬、我らの罪ゆえに、6807 年（1299 年）
3 月 4 日、聖なる殉教者、パウロとウリヤンの日、ドイツ人たちが軽装の部隊でプスコフの近郊
を攻め、修道院長たちを殺した。そのとき、聖救世主修道院 18 のワシーリイ、司祭イオシフ、スニェ





































なかで 5 月 20 日、聖なる殉教者ファラレイの記念日に、神のもとへと召され、永遠の生へと旅だっ
22　リヴォニアの都市フェルリン（ドイツ語でフェルリン Fellin、エストニア語でヴィリャンディ・ロス 



















 Библиотека литературы Древней Руси.Т.6., СПб., 1999 (Подготовка текста, перевод и 


































































































Библиотека литературы Древней Руси.Т.9 (Подготовка текста, перевод и комметарии В.И. 

















































































































































































































Библиотека литературы Древней Руси.Т.13., СПб., 2005 (Подготовка текста, перевод и 
комметарии В.И. Охотниковой). С.608-617, 825-826.
４．プスコフのニカンドル伝
〈解説〉















　『ニカンドル伝』は、16 世紀終わりから 18 世紀にかけてのいくつかの編纂本のなかに見出さ
れるが、それらは構成、文体、分量の点でかなり異なっている。私たちが公刊するテクストは、





























　初稿編纂本のニカンドル伝のテクストは、РГАДА, ф.181, собр. МГАМИД, №145 / 212, XVII в., 
л.213-232об. に拠っている。
〈翻訳〉
9 月 24 日。ポルホフ郡デミャノ湖のほとりに暮らした聖なる我らが師父、荒野修道士ニカンド
ルの生涯と功業。
　父よ、祝福ください。
































































































































































































































































　7093 年（1585 年）1 月 2 日、聖者が逝去したのちのこと、モスクワの地から荒野にアンドレ
イという名の堂務者がやってきた。この者は、ポルホフ地方のチシェンカ村 47 の奇跡成就者聖ニ
































Библиотека литературы Древней Руси.Т.13, СПб., 2005 (Подготовка текста, перевод и 
комметарии В.И. Охотниковой). С.618-633, 826-828.
付記：
　プスコフにかんする別の作品、『ステファン・バトーリイのプスコフ来襲についての物語』は、
「中世ロシア文学図書館　VI　プスコフの歴史と文学①」『電気通信大学紀要』第 27 巻第 1 号（2015
年 2 月）に、『プスコフ征服の物語』、『第 3 のローマ理念をめぐる長老僧フィロフェイの書簡』は「中
世ロシア文学図書館 (VIII)　プスコフの歴史と文学②」Slavistika XXXII（2016 年、東京大学大
学院人文社会系研究科スラヴ語スラヴ文学研究室年報）、『プスコフ洞窟修道院についての物語　
–　翻訳と注釈　プスコフの歴史と文学③　中世ロシア文学図書館（IX）』は、『古代ロシア研究』
24 号（2017 年、古代ロシア研究会）に掲載された。
48　ポルホフとプスコフのあいだに位置する、救世主大荒野修道院を指すと考えられる。この修道院は15 世紀
に開基された。
